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則している。
第１．２類第１次○●～○●し型→○●～○○レ型→○○－○○Ｐ型
純次○○罎○○し型'三鱗
第３類○●～○●し型→○●～○○レ型
第４．５類●○～●○し型→○●～○●し型→○●～○○し型
この図と天城町松原方言、徳之島町亀徳方言、それに山方言とを比較・検討した結果、以
下のことがわかった。
（１）天城町松原方言は、１．２類、４．５類が琉球方言アクセントの母体系の原型を保っ
ている。３類の○①～○○レは、○●～○●し型から変化した○●～○○レ型の異種と
見なすことができる。
（２）徳之島町亀徳方言は、３類の○の～○●しを○●～○●、型の異種と見なせば、１。
２類、３類、４．５類がすべて琉球方言アクセントの母体系の原型を保ち、古色を残し
ていると言える。
（３）山方言の場合、１．２類、３類は琉球方言アクセントの母体系の原型を保ち、４．５
類のみ○●～●○し型から○●～○●し型へと変化している。つまり、次の図のように
母体系の４．５類は、山を次へ動かして母体系の３類と統合したと考えられる。
雰噸89二８９：ころ=ころニレ|同
この、１．２類が母体系の原型を保ち、４．５類が３類と統合する変化の仕方は、八重山
群島においては鳩間方言に類似している。
さらに、崎村（1982）所載の「琉球諸方言アクセントの系譜・奄美群島篇」を参照すれば、
山方言の壮年層のアクセントは、山式から奄美南部方言の屋鈍式に推移した型に一致するこ
とがわかった。
したがって、山方言の壮年層のアクセント体系は、古色を保ちながら４．５類が３類に統
合した、三型アクセントが二型アクセントへと変化したものであると言える。
おわりに
音韻体系においても、中舌母音の変容によってかなりの変化が見られる徳之島方言である
が、アクセント体系においても三型アクセントの二型化というあおりを受けていることがわ
かった。
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将来、この傾向は全島的に見られることが予想される。しかし、この傾向が琉球方言独自
の変化に基づくものか、あるいは九州方言の影響等によるものかを明らかにする必要がある。
今後の課題として、次の３点を掲げておきたい。
（１）徳之島方言アクセントの総合的調査と比較研究
（２）奄美方言アクセントとの比較研究
（３）琉球方言アクセントの母体系についての検討・再構築
尚、本稿を成すに当り、東京都立大学教授の中本正智先生に種々の御教示を賜わった。こ
こに記して感謝申し上げたい。
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